
第三期紫波町子ども・子育て支援事業計画（素案）パブリックコメント実施結果について 

 

貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

分類の都合上、ご意見の概要を分割・統合して掲載させていただきます。 

 

１  パブリックコメントの実施状況 

 （1）意見の募集期間  令和６年 12月 26 日（木）～令和７年１月 23 日（木） 

 （2）意見の応募者数      ２名 

    意見（質問・要望も含む） ５件 

２  意見の処理状況 

区分 処理区分 件数 

Ａ 意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの １ 

Ｂ 意見の趣旨等は、計画案に盛り込み済と考える １ 

Ｃ 計画の参考とするもの １ 

Ｄ 計画に盛り込まないもの ０ 

Ｅ その他（質問、要望） ２ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
関連 

ページ 
項目 意見の要旨 

対

応 
町の考え方 

45 子 育 て

短 期 支

援 事 業

ついて 

近年利用実績がないのに来年度以

降 7 日で見込んでいる。緊急性と

必要性が高い事業であるが、利用

実績がないのは何かしら制度設計

や周知方法に問題があるとかんが

えざるを得ない。 

確保方針に周知方法や関係団体へ

の相談といった具体的な実施内容

を記載するべきではないか。 

Ｃ 

保護者の緊急入院や養育支援等の相談

の中で、本事業の利用要望を受けて対応

する場合もありますが、相談段階で他の

対応が可能となり、利用実績は０となっ

ております。 

本事業について、引き続き町のホームペ

ージで周知するほか、町内の関係団体に

も事業の趣旨説明を行い、保護者の緊急

対応の一助として支援体制を整えてい

きます。 

52～54 新 規 事

業 に つ

いて 

新規事業の確保方針について、同

じ文言が載せられているが、確保

に向けて具体性のある内容を書く

べきではないか。 

Ｅ 

新規事業⑭と⑮はこども家庭センター

事業として実施いたしますので、状況把

握に努め、事業のあり方、事業の具体内

容等を検討してまいります。 

また⑱は表記を改めます。 

54 産 後 ケ

ア 事 業

に つ い

て 

他都市では給付金や一時預かりと

いったものであったり、ユニーク

なものでは商工会と連携してマッ

サージや軽いジムトレーニングと

いったサービスなどもある。 

対して当該計画では抽象的なこと

しか書かれておらず、具体的な実

施内容が分からない。もう少し実

施予定の内容を書くべきではない

か。 

延べ利用者数が、年で 10人と想定

されている。しかし、出生数が年

間 150 人から 200 人程度の範囲で

推移していることを考えると、月

平均で毎月 10 人程度が出生して

いることとなる。 

この場合、最初の 1 ヶ月だけで年

間想定の人数を満たしてしまい、

翌月以降の利用を制限することに

なる可能性があるが、どのように

お考えか。 

Ａ 

ご意見を踏まえ、事業内容を具体的な表

記に変更いたします。 

また、延べ利用者数は令和６年度の見込

み数を基に算出しておりますが、実情に

よって随時検討します。 

 学 童 の

利 用 に

ついて 

学童だけじゃなく児童館を希望し

ます。学童だと月々の料金が厳し

いです。 
Ｅ 

町では子どもが安心して過ごせる場と

して学童施設の運営・委託をしていま

す。子どもが安全に安心して放課後を過

ごせるように学童施設の運営のために



使用料を徴収させていただいておりま

す。 

ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

相 談 事

業 に つ

いて 

相談事業などは行われているはず

なので、こういうニーズに対して

「実施している」実績を元に記載

（アピール）するべきではないか。 

Ｂ 

子どもに関わる相談は全国的に増加傾

向にあります。町の相談案件も複雑化し

ており、その対応には時間と人材が必要

となっております。P34、P35 にお示しし

ている内容には具体的な内容は上げて

おりませんが、令和７年４月からこども

家庭センターを設置し、関係機関等との

更なる連携強化を図ることにより、早期

発見、対応に努めていくことを表記して

おりました。 

 


